
生き物
文化誌学会
伊勢例会 13:30-17:50

伊勢の神宮と生き物文化
ー海の幸・森の恵みー

10/8（日）エクスカーション
（会員限定・人数限定・事前申込）

Aコース：神宮林（神路山・島路山）
Bコース：瀧原宮（内宮の別宮）訪問と宮域林

後 援 皇學館大学・伊勢志摩コンベンション機構・
伊勢市教育委員会・鳥羽市教育委員会

趣旨説明 櫻井治男（皇學館大学大学院特別教授）
講演Ⅰ「伊勢神宮の森づくり」

笹岡哲也（神宮司庁営林部長）
講演Ⅱ「神宮の森と生き物」

宗林正人（皇學館大学名誉教授）
講演Ⅲ「海女とアワビと神々への供物」

石原義剛（海の博物館館長）
総合討論
交流会

主催 生き物文化誌学会伊勢例会実行委員会（皇學館大学研究開発推進センター内）
電話0596-22-6466 FAX0596-22-6463 E-mail: kenkyu@kogakkan-u.ac.jp
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伊 勢 例 会 講 演 概 要 

講演Ⅰ 「伊勢神宮の森づくり」  講師：笹岡 哲也（神宮司庁営林部長） 

神宮宮域林は皇大神宮のそばを流れる清流五十鈴川の水源である神路山、島路山と前山からなる約 5,500ha の

森林で、神宮の創始以来、神領とされてきた由緒ある森である。今から 1,300 年あまり前に式年遷宮がはじめら

れた時から、その御用材を伐り出す御杣山とされてきたが、鎌倉時代の中ごろには御用材となるようなヒノキの

資源が枯渇してしまい、その後、大正時代に神宮森林経営計画が定められ、御杣山の復活に向けた取り組みが始

まり現在に至っている。今回は、神宮宮域林の変遷と現在取り組んでいる森づくりについて紹介する。 

講演Ⅱ 「神宮の森と生き物」  講師：宗林 正人（皇學館大学名誉教授） 

1. 神宮の森 
 神宮の森は外宮及び内宮の神域と宮域林とからなり、神域（187 ㌶）、宮域林（5446 ㌶）である。宮域林は神

路山、島路山、前山からなり、我が国最大規模の神社林。林相は天然林と人工林とからなり､天然林は 45％を占

める。天然林の大部分は照葉樹からなる。宮域林は第一宮域林（風致林）と第二宮域林（御造営用材備林）に大

別されている。 

2．森の生き物 
 此の森林は神聖な場所であるため、従来から地域内での生き物調査は制限されてきた。此の森林に生活する生

き物の種類も豊富である。 

 動物の分野では昭和 26年から調査されて、多くの報告書が刊行されている。ほ乳類、鳥類、は虫類、両生類、

魚類、甲殻類、クモ類、昆虫類が記録されている。 

 植物の分野として老大樹（スギ・ヒノキ）、トキワマンサク、ヤドリギザクラ、清盛楠、ジングウツツジなど。

また広大な面積のヤブツバキ及びクスノキの純林がある。 

 この宮域林には石灰洞も多く、特異な洞穴性節足動物が記録されている。 

講演Ⅲ 「海女とアワビと神々への供物」 講師：石原 義剛（海の博物館館長） 

日本列島において、人が潜水してアワビやサザエを獲るようになって、すでに 5000 年を越えている。千数百

年前、潜女と記された女性が、神様にアワビを供する役目を担っていた記録が初見し、以降、今日まで海女はそ

の役割を果たしつづけている。しかし、海の環境変化や働く社会環境の変化により海女と海女文化には衰退の兆

しがある。 
         皇學館大学へのアクセス 

①名古屋より 

 JR 名古屋駅―伊勢市駅（快速・90 分） 

 近鉄名古屋駅―宇治山田駅（特急・80 分） 

②大阪（近鉄：難波・上本町・鶴橋各駅）より 

 近鉄（大阪方面）―宇治山田駅（特急・110 分） 

③京都より 

 近鉄京都駅―宇治山田駅（特急・140 分） 

④宇治山田・伊勢市駅より三交バス約 15 分 

（皇学館大学前下車）、タクシー約 10 分 

https://www.kogakkan-u.ac.jp/html/about/p05.php 

6 号館 2 階 
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生き物文化誌学会 伊勢例会ご案内 
 

＜テーマ＞ 伊勢の神宮と生き物文化－海の幸・森の恵み－ 

＜日 時＞ 平成 29年 10月７日（土）～8日（日） 

    ＊プログラム・エクスカーションの詳細は別紙をご覧ください。 

  10月 7日 例会（講演・意見交換）13時 30分～  交流会 18時～ 

  10月 8日 エクスカーション（神宮林／瀧原宮見学）10時～14時頃 

＜例会会場＞ 三重県伊勢市 皇學館大学 6号館 2階（621教室） 

＜参加にあたって＞ 

 ①例会参加（10 月 7 日）には事前申込が必要です。 

 ②エクスカーション（10 月 8 日）は、人数制限があり、事前申込が必要です。 

  コースはＡ・B の２コースがあります。定員になり次第申込は締め切らせていただきます。 

   A コース：神宮林（神路山・島路山）の見学 

B コース：瀧原宮（内宮の別宮）訪問と宮域林の見学 

 ③非会員の方は、例会（10 月７日）の参加を認めています。 

＜参加費＞  

 例会 交流会 エクスカーション 

会員（賛助・正・家族） 2,000 円 3,000 円 1,000 円（当日支払） 

未成年会員 1,000 円 1,500 円 1,000 円（当日支払） 

非会員 2,000 円 原則参加出来ません 参加出来ません 

 

＜申込期限・事前振込・宿所＞ 

 ①参加申込み締切日：平成 29 年 8 月 31 日（木） 

   （8 月 12 日～16 日は大学閉鎖につき事務局も休ませていただきます） 

 ②参加費（例会・交流会）は、お申込み後一週間以内に下記指定口座にお振込みください。 

  (1) 同封の振込用紙ご利用の場合 

【郵便振替口座番号】00860-9-153988 【名称】生き物文化誌学会伊勢例会実行委員会 

(2)銀行等からの振込の場合 

 ゆうちょ銀行  店名 〇八九(ｾﾞﾛﾊﾁｷｭｳ）（店番 089） 当座預金 

口座番号 0153988  口座名義人 ｲｷﾓﾉﾌﾞﾝｶｼｶﾞｯｶｲｲｾﾚｲｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ 

 ③宿所は各自でお手配下さい。例会期間中は「2017 F1 日本グランプリ」が鈴鹿市で行われて

おり、予約が取りにくくなる恐れがありますので、早めに手配されることをお勧めします。 

参加申込先 生き物文化誌学会伊勢例会実行委員会   FAX: 0596-22-6463 

 

【実行委員会事務局】 

 〒516-8555 三重県伊勢市神田久志本町 1704 皇學館大学研究開発推進センター内 

            電話（直通）：0596-22-6466   ファックス（直通）：0596-22-6463 

            E-mail: kenkyu@kogakkan-u.ac.jp 

mailto:kenkyu@kogakkan-u.ac.jp


お申込み締切日　：　平成29年8月31日（木）

ﾌﾘｶﾞﾅ 　

会員種別

参加項目

ご連絡先 住所 〒

電話 FAX

E-mail  

ﾌﾘｶﾞﾅ 　

会員種別

参加項目

ご連絡先 住所 〒

電話 FAX

E-mail  

ﾌﾘｶﾞﾅ 　

ﾌﾘｶﾞﾅ 　

お名前

申込先FAX　： 0596-22-6463

生き物文化誌学会　伊勢例会 参加申込書

お名前

ご希望のコース
(○で囲んで下さい）

Aコース（神路山・島路山：40名）　　　　　　　Bコース（瀧原宮：50名）

エクスカーションの参加申込（定員になり次第締切ります・先着順）　　　　　 ＊非会員の方は参加できません。

ご希望のコース
(○で囲んで下さい）

申込日　平成　　年　　月　　日

FAX 0596-22-6463
(皇學館大学研究開発推進センター内実行委員会事務局）

　　賛助会員・正会員・家族会員・未成年会員・非会員(○で囲んで下さい）

　　　＊家族会員・非会員の方は、正会員のお名前を記入下さい。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　例　会　　・　　交　流　会　　　(○で囲んで下さい）　　　　＊非会員の方は交流会に原則参加できません。

　例　会　　・　　交　流　会　　　(○で囲んで下さい）　　　　＊非会員の方は交流会に原則参加できません。

Aコース（神路山・島路山：40名）　　　　　　　Bコース（瀧原宮：50名）

男　・　女性別

　　賛助会員・正会員・家族会員・未成年会員・非会員　(○で囲んで下さい）
　　　＊家族会員・非会員の方は、正会員のお名前を記入下さい。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

性別 男　・　女

※ご記入いただきました個人情報は、本例会の参加申し込みの目的のみに使用し、それ以外には使用いたしません。

お名前

希望コースが定員の場合、他コースに余裕があればそちらへ参加したい。　　　　はい 　・　いいえ 　　(○で囲んで下さい）

希望コースが定員の場合、他コースに余裕があればそちらへ参加したい。　　　　はい 　・　いいえ 　　(○で囲んで下さい）

お名前

男　・　女性別

性別 男　・　女



  平成２９年  

生き物文化誌学会 伊勢例会プ ロ グ ラ ム 

10月 7日（土） 例会 

12:00～ 受付（皇學館大学 6号館 2階） 

13:30〜 開催挨拶  陽 捷行（生き物文化誌学会会長） 

     歓迎挨拶  清水 潔（皇學館大学長） 

13:55～14:00 趣旨説明  櫻井 治男（皇學館大学大学院特別教授） 

14:00～14:40 講演Ⅰ 「伊勢神宮の森づくり」 笹岡 哲也（神宮司庁営林部長） 

14:40～14:45 休憩 

14:45～15:25 講演Ⅱ 「神宮の森と生き物」 宗林 正人（皇學館大学名誉教授） 

15:30～16:10 講演Ⅲ 「海女とアワビと神々への供物」 石原 義剛（海の博物館館長） 

16:10～16:30 休憩 

16:30～17:50 総合討論 

コーディネーター 櫻井治男・森誠一（岐阜経済大学教授） 

登壇者 笹岡哲也・宗林正人・石原義剛 

（移動） 

18:00～19:30 交流会（皇學館大学・倉陵会館食堂） 

19:30 終了 

 

【ご案内】 

◎皇學館大学神道博物館を見学いただけます（9:30～16:30）。 

◎伊勢志摩写真パネル展を予定しています（6号館 2階）。 

◎クローク(6号館 2階・622教室)・ラウンジ（6号館 1階）をご利用下さい。 

◎交流会終了後バス（大学―宇治山田駅間）を配車します。 

 

 

 

 

 

 

生き物文化誌学会へのご入会について（ご案内） 

 伊勢例会開催をきっかけにご入会をお勧めしています。学会の概要と入会手続きについては下記

のホームページをご覧ください。 

http://www.net-sbs.org/ 



  平成２９年  

生き物文化誌学会 伊勢例会エクスカーション（会員限定） 

10月 8日（日）  

＊いずれかご希望のコースを１つお選びください。 

＊各コースとも定員になり次第締切らせていただきます（先着順）。 

 

A コース：神宮林（神路山・島路山）の見学（案内有り）  定員 40名（先着順） 

＊9:00～9:50 内宮参拝の案内をします（自由参加） 

内宮手水舎周辺集合（宇治橋を越え、第一鳥居辺り） 

【バス集合】9:50 内宮「宇治橋前」 【バス出発】10:00 

【コース】五十鈴川遡行‐林道‐植林地見学（バス下車：徒歩／1時間程度） 

【解散】①内宮「宇治橋前」13:00頃  ②近鉄・宇治山田駅 13:30頃 

【ご注意】 

①マイクロバス 2台（各 20名乗り）に分乗していただきます。車椅子でのご参加は対応できま

せんのでご了承下さい。 

 ②トイレはありませんので、出発前に済ませてください。 

 ③飲み物等は各自ご準備下さい（ゴミはお持ち帰り願います）。 

④靴・服装は林道を歩く用意でお願いします。 

⑤雨天の場合及び林道状況により、実施困難と判断された場合は、B コースにて実施致します

ので、予め承知のほどお願いいたします。 

 

B コース：瀧原宮（内宮の別宮）訪問と宮域林の見学（案内有り）  定員 50名（先着順） 

＊9:00～9:50 外宮参拝の案内をします（自由参加） 

外宮手水舎周辺集合（火除け橋を越えた左手） 

【バス集合】9:50 外宮「せんぐう館」駐車場  【バス出発】10:00 

【コース】伊勢西 IC－（高速道路）―大宮大台 IC－瀧原宮（参拝・神域散策） 

【解散】外宮「せんぐう館」駐車場 14:00頃 

【ご注意】 

①大学のマイクロバスを利用します。車椅子ご利用の方は事前にご連絡下さい。 

 ②靴・服装は適宜でお願いします。 

 ③飲み物等は各自ご準備下さい（ゴミはお持ち帰り願います）。 
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